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人
気
者
「
ミ
ラ
た
ん
」
石
像

魚津市のイメージキャラクター「ミラたん」（右）と石像（中央）、左に立つのは寄贈した中川武志氏

最近、同社が施工した高級墓 中川石材の事務所・展示場

　

富
山
県
魚
津
市
は
、
蜃
気

楼
の
現
れ
る
町
と
し
て
全
国

的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

魚
津
市
の
魚
津
駅
観
光
案
内

所
前
に
昨
年
11
月
13
日
、
魚

津
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ミ
ラ
た
ん
」
の
石
像

が
設
置
さ
れ
、
同
市
を
訪
れ

る
観
光
客
ら
に
好
評
だ
。

　

同
市
で
は
昨
年
、
魚
津
市

制
60
周
年
の
特
別
企
画
で
、

魚
津
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
か
ら
１
０
２
０
点
の
応

募
が
あ
り
、
選
考
委
員
会
で

の
審
査
の
結
果
、「
ミ
ラ
た

ん
」
が
選
ば
れ
た
。「
ミ
ラ
」

は「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ（
蜃
気
楼
）」

の
ミ
ラ
が
由
来
。「
ミ
ラ
た

ん
」
は
、
ぽ
っ
ち
ゃ
り
と
し

た
海
の
カ
ラ
ダ
、
蜃
気
楼
の

ア
タ
マ
を
か
た
ど
っ
た
魚
津

が
大
好
き
な
ユ
ル
キ
ャ
ラ
。

　

魚
津
市
内
に
自
宅
の
あ
る

中
川
石
材
・
中
川
武
志
氏
は
、

昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
魚
津

市
の
商
工
フ
ェ
ア「
○
○《
ま

る
ま
る
》
魚
津
」
に
「
ミ
ラ

た
ん
」
の
石
像
を
製
作
・
出

展
し
た
と
こ
ろ
、
市
側
か
ら

「
ぜ
ひ
ミ
ラ
た
ん
を
寄
贈
し

て
欲
し
い
」
と
の
要
請
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
中
川
氏

も
二
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
�
駅
前

へ
の
寄
贈
・
設
置
と
な
っ
た
。

　
「
ミ
ラ
た
ん
」
像
は
、
外

国
産
み
か
げ
石
で
作
ら
れ
て

お
り
、
台
座
か
ら
の
高
さ
約

１
ｍ
。
台
座
は
片
貝
川
流
域

の
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
石

像
を
寄
贈
し
た
中
川
氏
は
、

「
ミ
ラ
た
ん
像
で
魚
津
市
が

活
性
化
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
ミ
ラ
た

ん
の
頭
を
撫
で
て
や
っ
て
下

さ
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

中
川
石
材
（
中
川
武
男
代

表
）
は
大
正
８
年
、
魚
津
市

上
口
に
あ
る
現
在
の
自
宅
近

く
で
初
代
・
中
川
竹
次
郎
氏

が
創
業
。
そ
の
後
、
二
代
目

・
左
一
氏
と
続
き
、
三
代
目

・
武
男
氏
の
昭
和
55
年
、
滑

川
市
の
現
在
地
に
工
場
を
移

転
、
さ
ら
に
平
成
12
年
に
は

展
示
場
を
新
設
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

四
代
目
・
武
志
氏
も
一
級

技
能
士
（
石
材
加
工
・
石
張

り
）、
お
墓
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

一
級
の
資
格
を
持

ち
、
活
躍
中
だ
。
今

回
寄
贈
し
た
「
ミ
ラ

た
ん
」
像
は
、
武
志

氏
が
原
石
か
ら
仕
上

げ
た
。

　

同
店
の
話
に
よ
る
と
、
最

近
の
お
墓
は「
高
さ
が
低
く
、

掃
除
の
し
や
す
さ
か
ら
、
和

型
が
少
な
く
な
り
、
洋
型
墓

・
デ
ザ
イ
ン
墓
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
全
体
の
３
分
の
２

以
上
」
だ
と
い
う
。
同
店
で

は
、
石
材
切
削
機
・
研
磨
機

・
字
彫
機
も
ひ
と
通
り
完
備

し
て
お
り
、「
中
国
産
製
品

の
手
直
し
は
当
店
で
行
っ
て

お
り
、
で
き
れ
ば
す
べ
て
自

社
加
工
し
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
最
近
は
自
社
加
工
製
品

は
１
～
２
割
ほ
ど
」
と
近
況

を
説
明
し
て
い
る
。
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94
年
続
く
老
舗
石
材
店

半
数
以
上
が
洋
型
墓

現
地
彫
り
専
用
ノ
ズ
ル

『
狭せ

ま

　ら
く楽
く
ん
30
』
登
場
�

狭
い
墓
所
で
の
現
地
彫
り
が
楽
々
�

関西サンド㈲

どちらの画像も㊤が従来のノズル、㊦が『狭楽
くん30』。並べると大きさの違いが一目瞭然

　
『
狭
楽
く
ん
30
』
の
特
徴

は
、
従
来
の
一
般
的
な
ノ
ズ

ル
の
全
長
60
㎜
を
、
な
ん
と

半
分
の
30
㎜
ま
で
に
小
型
化

し
て
い
る
こ
と
。

　

以
前
よ
り
石
材
店
か
ら
、

「
狭
い
墓
所
で
の
現
地
彫
り

で
使
え
る
短
い
ノ
ズ
ル
は
な

い
か
」
と
い
う
声
を
多
く
聞

い
て
い
た
同
社
は
、
メ
ー

カ
ー
と
共
同
で
開
発
を
進
め

て
き
た
が
、
字
彫
り
と
い
う

作
業
、
中
で
も
墓
誌
へ
の
戒

名
の
追
加
彫
り
な
ど
で
小
さ

な
文
字
を
彫
る
場
合
、
繊
細

な
作
業
が
要
求
さ
れ
る
。
こ

の
繊
細
さ
を
保
ち
つ
つ
小
型

化
す
る
と
い
う
開
発
業
務
は

か
な
り
の
困
難
を
要
し
た
と

い
う
。

　

ま
た
、
同
社
・
松
本
社
長

は
「
う
ち
が
開
発
す
る
な
ら

“
さ
す
が
サ
ン
ド
さ
ん
や
”

と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
に
」と
、

ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
開
発
に
は
、
何

度
も
何
度
も
「
試
作
品
を

作
っ
て
は
試
す
」
を
繰
り
返

し
、
こ
の
ほ
ど
「
満
足
の
い

く
も
の
が
で
き
た
」
と
の
こ

と
だ
。

　

既
に
石
材
店
に
試
し
て
も

ら
い「
こ
れ
は
使
い
や
す
い
」

と
太
鼓
判
も
も
ら
っ
て
い
る

と
い
う
こ
の
新
製
品
。
狭
い

現
地
彫
り
の
作
業
に
一
度
試

し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

◦
耐
久
性
は
従
来
の
物
と
同

じ
。

◦
メ
ー
カ
ー
と
同
社
と
の
特

別
設
計
。

◦
最
近
の
１
５
０
～
２
０
０

㎜
の
狭
い
タ
イ
プ
の
ボ
ッ

ク
ス
に
は
特
に
最
適
。

◦
従
来
の
ホ
ル
ダ
ー
に
も
対

応
し
て
い
る
為
、
取
り
換

え
が
容
易
。

◦
同
社
専
用
ホ
ル
ダ
ー
と
併

せ
て
使
用
す
る
こ
と
で
更

に
狭
所
作
業
効
率
が
向
上
。

　

今
回
紹
介
し
た
『
狭
楽
く

ん
30
』
は
来
る
10
月
19
日
・

20
日
の
両
日
開
催
さ
れ
る

「
第
22
回
岡
崎
ス
ト
ー
ン
フ
ェ

ア
」
の
㈱
ミ
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
ブ
ー
ス
に
お
い
て

紹
介
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
ス

ト
ー
ン
フ
ェ
ア
来
場
の
際
に

は
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
を
�
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昭
和
41
年
か
ら
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
機
一
筋
の
関
西
サ
ン
ド
㈲
（
代

表
取
締
役
・
松
本
一
夫
氏
）。
お
墓
づ
く
り
に
と
っ
て
要
の
一
つ
で

あ
る
“
字
彫
り
”
を
支
え
続
け
る
同
社
で
は
、
現
地
彫
り
専
用
ノ
ズ

ル
『
狭
楽
く
ん
30
』
を
発
表
し
た
。

従
来
の
半
分“
30
㎜
”に

『
狭
楽
く
ん
30
』
特
徴

岡
崎
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア

ミ
マ
キ
ブ
ー
ス
で
紹
介

『狭
せま

楽
らく

くん30』

『狭
せま

楽
らく

くん30』

『狭
せま

楽
らく

くん30』

従来のノズル

従来のノズル

中
川
石
材
が
製
作
・
寄
贈

富
山
県

魚
津
市
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